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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本研究の目的は、高齢者の日常生活における「身体活動量(歩行量)」および歩行中の「動きの強度」
を内的要因、「手が届く範囲に壁がある場合と壁がない場合」を外的要因とし、これらが高齢者の歩
容に与える影響を明らかにすることであった。 
 本研究における「歩容（gait）」とは、左右動揺や手足の振り上げ、歩行速度を含む、歩いている様
子をいう。「身体活動量」は歩行量のことを指し、「動きの強度」は歩行中の加速度から算出された。
また、歩行中の「左右動揺量」の計測には「動作解析」を用いた。 
高齢者の歩行における左右動揺に着目することで、転倒事故に関する実態および、転倒要因を検討
した。 
日常に発生する転倒事故は前方に次いで右への転倒が多く、その要因として考えられる歩行中の左
右動揺量は、3 次元動作解析により軌跡データとし、軸線補正することで抽出可能とした。本研究で
は、高齢者の左右動揺の傾向が、身体活動量の多寡および、動きの強度の強弱によって、異なること
を明らかにした。 
身体活動量の多い、もしくは、動きの強度の強い高齢者の左右動揺量は、全般的に若年者と同等に
大きい傾向があった。しかし、壁の近くを歩行すると、左右動揺量は小さくなった。一方、動きの強
度の弱い高齢者は、壁の近くの歩行でも、左右動揺量の低下はみられなかった。このことから、身体
活動量が多く、動きの強度の強い高齢者は、壁に近い位置を歩行することで転倒を抑制する可能性が
示唆された。さらに、歩行中の手足の振り上げについて検討した結果、一般的に高齢者は若年者より低くな
るといわれているものの、身体活動量の多い高齢者の場合、手足を大きく振り上げていることが示され、この
動作を利用することで、バランスを取り、左右動揺量を制御する効果が示唆された。また、歩行速度からみると、
高齢者の状況によって左右動揺に異なる影響を示し、動きの強度の強い高齢者の場合には左右動揺量を小
さくし、身体活動量の少ない高齢者の場合では、逆に大きくする傾向があることが示唆された。 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 今日の高齢社会では、高齢者の身体能力が低下しても、今までの生活を継続し生活の質（QOL）を保て
るようにするための環境整備が重要な課題となっている。特に「経路探索（探しながら目的の場所へ行
く行動）」は建物内の移動や地域内の買い物、散歩などを行う上で重要であり、生活の QOL向上には不可
欠なものである。しかし既往の研究では、この「わかりやすい空間」の具体的な計画方法に関して十分
に明らかにされてはおらず、特に知覚認知能力の低下した人に配慮した「わかりやすい空間」について
はほとんど検討がなされていない。この理由として、空間のわかりやすさに関する因子が複合的である
  
ことに加え、その評価対象とする空間自体が個別的であり、空間のわかりやすさを分析評価する方法お
よびそのための研究方法自体が確立されていないことがあげられる。 
  本論文ではこのような背景から「わかりやすい空間」の実現のための基礎研究として、経路探索シ
ミュレーションシステム「WASS(Wayfinding Active Simulation System)」を独自開発し、それを活用し
た繰り返し経路探索実験によって、高齢者施設におけるアンカーポイント（手がかりの要）を特定する
ことで空間のわかりやすさを評価する方法の解明を目指した。 
  本論文は、序論、本論、結論から構成され、本論は 4 章からなる。以下に各章の概要を述べる。ま
ず第 1章（序論）では研究の動機とその背景として、既往研究と本研究の位置付けについて述べた上で、
研究の目的と論文の構成を記した。 
  第 2 章では、空間のわかりやすさ評価のために独自開発した実験装置、視覚障害を再現可能な経路
探索シミュレーションシステム・WASS の実用性の検証を行った。実環境との経路探索実験の比較から、
WASS環境は経路探索実験時に注視される環境要素や距離感の分析に活用できることが確認された。 
  第 3章では、WASSを活用して高齢者施設での繰り返し経路探索実験を行い、注視行動分析からアン
カーポイントを特定することで、空間のわかりやすさを評価する方法を検討した。アンカーポイントの
因子として、壁や廊下・アルコーブ、開口等の建物的要素や形態、輝度によるコントラスト、分岐点や
目的室といった経路探索上の要所が関係していることを明らかにした。  
  第 4章では、WASSによって高齢者に多く見られる症状として老眼（ぼやけ視）と白内障（霧視）を
再現し、繰り返し経路探索実験を行うことで、視覚障害のある場合のアンカーポイントの特性を検討し
た。ぼやけ視は霧視に比べて、ぼやけが輪郭に直接的に作用するため視力低下が顕著で、ぼやけによっ
てネームプレートなどの設備的要素や絵画などの備品的要素の確認が困難となること、霧視はぼやけ視
に比べて、白濁が弱い視界では輪郭が保持されるため視力の低下が小さくなるが、白濁が強くなると色
が失われ、設備的要素や備品的要素だけでなく、区間や地点の区別がしづらくなり、手がかり自体の抽
出も困難となることなど、視覚障害の種類による相違を明らかにした。アンカーポイントとなる有効な
因子として、アルコーブ等の形態のコントラストや、窓のある廊下などの輝度のコントラスト、廊下と
扉などの色のコントラストなど、各種のコントラスが重要であることを示した。 
  第 5 章では、実験結果から視覚障害の有無や障害の内容による相違を比較検討し、アンカーポイン
トからみた空間の分かりやすさの評価についての総合的な考察を行った。アンカーポイントは繰り返し
経路探索において常に注視される最も重要な手がかりであり、分岐点や目的室といった要所に形成され
ることで空間の分かりやすさが向上すること、視覚障害の種類・有無に関わらずアンカーポイントが形
成されるには、分岐点や目的室における形態と輝度によるコントラストが重要であること、空間の見通
しの良い地点は、空間全体の情報を得やすいためアンカーポイントになりやすく、特に分岐点や目的室
など要所が見通せることが空間の分かりやすさを向上させることなど、空間の分かりやすさ向上のため
の計画指針を明らかにした。 
 本論文の最終章にあたる第 6章では、本研究で得られた結果をまとめて結論としている。 
  以上のように、本研究では実験装置として経路探索シミュレーションシステム・WASSを独自開発し、
それによる繰り返し経路探索実験に基づくアンカーポイントから空間のわかりやすさを評価する方法を
明らかにした。この手法は、空間の分かりやすさに関する客観指標の検討、視覚障害の種類や程度に応
じた空間のわかりやすさ評価法の検討、さらには駅や公共施設および都市空間など広範な施設計画への
応用など、多面的な発展性を有している。 
  審査委員会はこうした評価に基づき、本論文を博士（学術）の学位を授与するに値するものと認定
した。 
 
 
 
 
 
